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凍結管が基本ピッチ（1.0m）で施工されている
箇所は、凍土ラインと平行に約5mピッチで設置
した測温管及び凍土ライン周辺に複数設置した
地下水位観測井により、凍土周辺の地中温度及び
地下水位をモニタリングすることで凍土の閉合を
確認する。

一方、凍結に時間を要する箇所は、凍結管間中央部
付近に測温管を追加で設置し、重点的にモニタリン
グを行うことで、凍土の確実な閉合を確認する。

凍結管と凍結管の間の
温度をより正確に計測

追加測温管

凍結に時間を
要する箇所

凍結に時間を要する箇所のモニタリング

凍土管ライン 凍土管
（戻りブライン温度測定）

測温管

1m

5m

0.85m1m

凍結管・測温管配置イメージ

※測温管等の詳細位置は、現地状況（構造物・地中埋設物等）を踏まえ、決定する。

5m
追加測温管
地上から斜めに設置

埋設物

凍結管複列配置

基本ピッチ部の測温管配置
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複列配置部の補助工法

ケース②－１の場合、複列施工部
が不凍結部となるため、既設埋設
管周辺およびそれ以深に補助工法
を実施しなければならない。

凍結管間隔が1500mm程度の
複列配置部において、補助工法
として薬液注入を想定した場合
の施工イメージを右図に示す。

埋設管を避けての施工となるため、
改良範囲をカバーするためには
ボーリング本数が多くなる。
（施工量の増加）

（埋設管が無い場合、幅1500mm程度
の改良であれば、4～5本の鉛直ボー
リングで改良範囲をカバーできる。）

補助工法
適用範囲

ボーリング
箇所（10本）

複列施工部
1500mm

埋設管

1000mm

ボーリング
箇所（4本）

一般部 複列配置部

薬液注入による地下水流速低減工の例
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複列部の閉合予測
【地下水流が集中しない場合】

流速集中がない場合、
時間が経てば閉合する。
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補助工法の効果
【凍結管間隔2.5m、3本複列配置位置における補助工法（薬液注入）の効果を検討】
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地下水流速と閉合日数の関係


